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3 19 １　障がい児（者）への支援

について

　障害者総合支援法は、障がい者及び障がい児の

日常生活や社会生活の支援、福祉の増進、障がい

の有無にかかわらず安心して暮らすことのできる

地域社会の実現などを目的とした法律である。障

がい児（者）等の地域生活や就労の支援の強化等

によって、障がい児（者）の希望する生活を実現

するため、障害者総合支援法及び障害者差別解消

法は改正され、２０２４年４月１日からは事業所

も合理的配慮が義務化され、努力義務から義務へ

と変更し、すべての事業所にも合理的配慮の提供

が求められ、企業も対応が必要である。

（１）障害者差別解消法において、「行政機関等

は、その事務または事業を行うに当たり、その実

施に伴う負担が過重でない時は、社会的障壁の除

去の実施について必要かつ合理的配慮をしなけれ

ばならない」と規定されており、事前的改善処置

が求められるが、本町の具体的取組について伺

う。

（２）啓発活動において「行政機関等において、

所属する職員一人ひとりが障がい者に対して適切

に対応し、また障がい者及びその家族その他の関

係者からの相談等に的確に対応するため、法の趣

旨の周知徹底、障がい者から話を聞く機会を設け

るなどの各種研修等を実施することにより職員の

障害に関する理解促進を図るものとする。」と規

定されているが、本町職員の啓発活動や研修の取

組について伺う。

（３）障がい児（者）の希望やニーズに応じた支

援体制の見直しにおいては、医療保護入院の見直

し、入院者訪問支援事業の増設、精神科病院にお

ける虐待防止に向けた取り組みの一層の推進が定

められた。第５３９回定例会における一般質問

で、障がい児（者）虐待、差別について、本町が

把握している件数で、３件の報告が上がったと確

認したが、その後の虐待件数の増加はないか伺

う。またその虐待、差別を受けた障がい者へはど

のような支援を行ったか、その後の予防策も併せ

て伺う。

（４）難病患者等に対する適切な医療の充実及び

療養生活支援の強化では症状が重症化した場合に
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円滑に医療費支給を受けられる仕組みの整備や、

登録者証の発行等による難病患者等の療養生活支

援の強化が定められた。本町の窓口においても難

病疾患や自立支援医療への迅速かつ丁寧な案内が

より一層求められると考えるが、今後の対応にお

いてどのように取り組むかを伺う。

（５）その他として、地域のニーズを踏まえた障

害福祉サービス事業者指定の仕組みの導入や居住

地特例の見直しが定められたが、本町での特例の

見直しについて伺う。

3 19 ２　Ｃバス運行状況について （１）昨年よりＣバスの車種が変わり、その後の

運行状況の増減と利用者の年齢層や行先に変化が

あったかを伺う。

（２）Ｃバスの車種が変わり、高齢者や障がい者

が乗降に難なく対応できているかを伺う。

（３）運行について、利用者のＣバス利用ニーズ

や課題を把握する調査方法について伺う。
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３　無人化する公園の活用に

ついて

（１）宮城区には、遊具等が無く、無人化してい

る公園が数カ所存在し、これまでにも、私を含め

数名の議員よりその公園の活用について質問が上

がった。コロナ禍が明け、これまで以上に近隣保

育園や小学生、近隣住民の公園活用のニーズが増

えると考えるが、新たな遊具設置の検討や、剥き

出した木の根などの排除など危険な箇所の把握が

できているか、また無人化する公園の活用につい

て、今後の本町の方針を伺う。

（２）宮城海岸沿いは散歩や運動だけで無く、ダ

イビングやサーフィンのスポットとして年間を通

して町内外在住を問わず利用者が多くいる。海岸

利用者だけでなく、近隣飲食店への来客も多く、

そのため海岸沿いへの駐車が出来ず、近隣住宅地

における違法駐車など課題もあり、住民や企業、

海岸利用者の悩みとなっている。無人化する公園

の活用方法として駐車場へ移行することができな

いか、またそういった地域課題について、本町は

どう対処検討を考えているかを伺う。
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